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Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
今
後
の
展
望

‐
日
Ｂ
‐
Ｍ
　
Ｃ
‐
Ｍ
と
は

Ｂ

Ｉ

Ｍ
と

は
田
ユ
圧
≡
崎
料ｓ
Ｓ
【日
単
一〇
Ｂ

Ｉ
ｏ
詩
】中ｐ
∞
で
あ
り
、
三
次
元

（
３
Ｄ
）
の

建
築
物
の
デ
ジ
タ
ル
モ
デ
ル
に
材
料
な
ど
の

仕
様
や
コ
ス
ト
な
ど
の
属
性
情
報
を
加
え
た

デ
ー
タ
を
、
設
計
か
ら
施
工
、
維
持
管
理
ま

で
の
全
工
程
で
共
有
し
て
活
用
す
る
手
法
で

あ
る
。
概
念
は

一
九
七
〇
年
代
に
生
ま
れ
た

が
、
二
〇
〇
三
年
頃
か
ら
こ
の
言
葉
が
広
く

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
土
木

構
造
物
へ
も
拡
張
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

わ
が
国
で
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
土
木
分
野
へ
拡
張

し
よ
う
と
、
国
土
交
通
省
の
公
共
事
業
部
門

で

は

、

口

Ｆ
【】
ｏ
【
ｐ
的
を

ｏ
ｏ
房

付
澄

島

一〇
Ｆ
に

置

き

換
え

て
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
称

し
、

二
〇

一
二
年
度
か

ら
導
入
が
検
討
さ
れ
、
モ
デ
ル
事
業
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇

一
七
年
二
月
に
は

Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
す
る
モ
デ
ル
事
業

の
結
果
も
踏
ま
え
、
「
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導

入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（案
と

が
策

定
さ
れ
た
。

海
外
で
は
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
い
う
表
現

は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
く
、
日
エ

～〇
ヽ
日ｐ
ｈヽ
い‐∽付■ば
命古Ｆ
【①
】
円
高
ツト
～〇
ヽ

〇
一く
告
句
卓ユ
①
命
付ｐ
田
Ｈぞ
清
一Ｆ
Ｏ
くヽ
単

問
Ｆ
Ｌ
居
ｑ
一Ｆ
∞
な
ど
と
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
わ
が
国
で
は
、

二
〇

一
人
年
度
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ

Ｍ

Ｇ

Ｆ
中巨

中
停
的
＼
Ｏ

ｏ
易

一
ヽ
属

一
【
ｏ
停

川
ｐ
ｈ
Ｏ
【
段
】
や
市
中〇
串
　
ぞ
崎
Ｏ
Ｏ
①
Ｆ
ｐ
的
】

Ｋ
営
いい
①日
のユ
）
と
称
す
る
よ
う

に
な
っ
た
⑥
図
１
１
に
そ
の
概
念
図
を
示
す
。

二
〇
二
三
年
度
に
は
国
土
交
通
省
直
轄
事

業
に
お
い
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
原
則
適
用

す
る
こ
と
と
な
り
、　
一
部
の
地
方
公
共
団
体

で
も
導
入
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

木

下

　

誠

也

日
本
大
学
危
機
管
理
学
部

危
機
管
理
学
科
　
教
授

２
．Ｂ
Ｉ
Ｍ
　
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導
入
の
意
義

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
重
要
な
利
点
は
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
プ
ロ
セ
ス
で
発
注
者

・
設
計

者

・
施
工
者
等
の
関
係
者
が
３
Ｄ
構
造
物
デ

―
夕
を
含
む
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有

し
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

≡
可
能
に
な
る
こ
と
で
あ
る
③
立
体
的
に
可
視

化
す
る
こ
と
で
エ
ラ
ー
が
少
な
く
な
り
、
関

係
者
が
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
最
適
な
設

計
、
そ
し
て
施
工
に
繋
が
る
。
３
Ｄ
モ
デ
ル

の
属
性
情
報
を
用
い
て
積
算
を
効
率
化
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
意
思
決
定
が
容
易

に
な
り
、
地
元
説
明
に
お
け
る
合
意
形
成
に

も
有
効
で
あ
る
。
仮
設
を
含
め
施
工
が
効
率

化
し
、
工
事
の
安
全
確
保
に
役
立
つ
ほ
か
、

出
来
形
確
認
が
容
易
に
な
る
。
さ
ら
に
、
維

持
管
理
面
で
も
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
は
現
状
を
正

確
に
把
握
し
や
す
く
、
セ
ン
サ
ー
や
Ａ
Ｉ
と

の
相
性
も
良
い
③

労
働
の
多
く
を
担
う
下
請
業
者
は
３
Ｄ
モ

デ
ル
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
実
際
に
何
を

す
べ
き
か
を
確
認
し
、
課
題
を
共
有
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
下
請
業
者
の
知
識
は
、
壬
フ

鉗靴刷陥●
|(ぶ撰十の
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―
の
防
止
や
コ
ス
ト
低
減
に
も
役
立
つ
。

３
Ｄ
デ
ー
タ
に
時
間
軸
と
し
て
の
工
程
を

運
動
さ
せ
て
４
Ｄ
モ
デ
ル
と
す
れ
ば
、
施
工

計
画
を
最
適
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
進
捗
に

応
じ
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
こ
と
で
工
程
管
理

が
容
易
に
な
る
。
こ
れ
に
コ
ス
ト
情
報
を
加

え
る
こ
と
で
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
容
易

な
５
Ｄ
に
進
化
す
る
。
生
産
性
向
上
の
た
め

に
は
、
事
業
の
計
画
段
階
か
ら
設
計
、
施
工

を
経
て
、
供
用
後
の
運
用

・
維
持
管
理
ま
で

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
わ
た
つ
て
、
工
程
管

理
や
コ
ス
ト
管
理
を
統
合
し
た
プ
ロ
ジ
エ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
と
す
る
５
Ｄ
が
期

待
さ
れ
る
。

６
Ｄ
以
上
に
つ
い
て
は
言
葉
の
定
義
に
国

際
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
と
は
い
え
な
い

が
、
炭
素
排
出
量
な
ど
持
続
可
能
性
に
関
す

る
情
報
を
追
加
す
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。

一
九
九
六
年
五
月
に
当
時
の
建
設
省
が
公

共
事
業
支
援
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
を
意
味
す

る
建
設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
整
備
基
本
構
想
を
打
ち

出
し
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
と
同
様
に
関
係
者
間
の
デ
ー
タ
共
有
を
目

指
し
て
い
た
。　
一
九
九
七
年
六
月
に
は

「建

設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
発
表
し
、
二
〇
〇
四
年
に
建
設
省
の

す
べ
て
の
直
轄
事
業
に
、
二
〇

一
〇
年
に
地

方
公
共
団
体
を
含
め
た
す
べ
て
の
公
共
事
業

に
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
を
実
現
す
る
と
し
た
。

こ
の
頃
、
世
界
的
に
は
電
子
商
取
引
を
意
味

す
る
Ｅ
Ｃ

（電
子
商
取
引
）
と
い
う
言
葉
が

よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
の
で
、

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
と
表
現
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
の
結
果
、
設
計

・
積
算
フ

ェ
ー
ズ
に
お
け
る
２
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
等
の
標
準

化
や
電
子
納
品
、
そ
し
て
入
札

・
契
約
フ
ェ

ー
ズ
に
お
け
る
電
子
調
達
の
導
入
な
ど
フ
ェ

ー
ズ
ご
と
の
電
子
化
は
相
当
程
度
進
ん
だ
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
設
計
デ
ー
タ
が
ペ
ー
．パ

ー
を
介
さ
ず
に
施
工
図
に
生
か
さ
れ
る
と

か
、
施
工
段
階
の
デ
ー
タ
が
維
持
管
理
段
階

へ
引
き
継
が
れ
る
と
い
う
状
況
に
は
至
ら

ず
、
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を

共
有
し
て
効
率
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
へ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

っ
て
建
築

分
野
を
中
心
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
が
急
速
に
普
及
し
始

め
、
わ
が
国
で
も
土
木
分
野
へ
こ
れ
を
活
用

で
ま
れ
ば
、
公
共
事
業
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
に

わ
た
っ
て
関
係
者
間
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ

ー
タ
共
有
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

３
日国
際
標
準
の
動
向

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
て
、
プ
ロ
セ

ス
の
各
段
階
に
お
い
て
関
係
者
間
で
構
造
物

デ
ー
タ
を
含
む
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共

有
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

間
で
デ
ー
タ
を
ス
ム
ー
ズ
に
や
り
取
り
す
る

デ
ー
タ
モ
デ
ル
の
標
準
化
が
必
要
で
あ
る
。

機
械
、
電
子
、
製
造
等
の
分
野
に
比
べ
て
建

築
や
土
木
で
は
標
準
化
が
進
ん
で
い
な
か
つ

た
た
め
、　
一
九
九
四
年
、
米
国
の
＞
島
ｏ
律
２
汗

社
を
は
じ
め
と
す
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
ベ
ン
ダ
ー
十
二

社

が

Ｉ

Ａ

Ｉ

含
停
島
Ｆ
脅

く

と

申事

８

守

Ｈ津
ｏＳ
ｏ
①Ｓ
ず
中】中雪
）
を
設
立
し
た
。
翌
一
九

九
五
年
に
は
メ
ン
バ
ー
シ
ツ
プ
を
公
開
し
、

一
九
九
七
年
に
名
称
中

の
Ｈ＆
Ｆ
∽付増
を

ｇ
付①吾
革
目
出
に
置
き
換
え
た
。
主
に
建

築
物
の
プ
ロ
グ
ク
ト
モ
デ
ル
の
標
準
と

し

て

の

Ｉ

Ｆ

Ｃ

（ｇ

ｏ
易

市
電

句
ｏ
Ｆ
い
律
単

一ｏ
再

Ｑ
楊
洛
Ｃ

の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

一
九
九

六
年
に
は
Ｉ
Ａ
Ｉ
日
本
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。

二
〇

〇

五
年
、

Ｉ

Ａ

Ｉ
は
ゴ
昼

Ｆ
坤

∽
呂
＞
刃
弓
と
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
改
め
ら

れ
、
英
国
の
非
営
利
法
人
と
し
て
法
人
化
さ

れ
た
げ
ユ
巨
≡
∞
∽
〕吾
＞
刃
弓

Ｈ停
唐

停ヽ
単
チ
ｐ
出

（ｂ
Ｓ
Ｉ
）
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た

。

Ｉ

Ａ

Ｉ

日

本

支

部

は

ず
Ｆ
中中
律
中Ｆ
崎
∽
＜

＞

刃

弓

「も
営

（ｂ
Ｓ
Ｊ
）
と
な
っ
た
。
支
部
は
二
〇

二
三
年
七
月
時
点
で
三
十

一
支
部
ま
で
増
え

て
い
る
。
会
社
、
機
関
等
の
会
員
数
は
六
十

五
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
四

社

・
地
質
会
社
一社
が
参
加
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｃ
は

一
九
九
六
年
に
発
行
さ
れ
て
以

来
、
た
び
た
び
拡
張
さ
れ
建
築
分
野
に
つ
い

て
Ｉ
Ｆ
Ｃ
４

（正
式
に
は
Ｉ
Ｆ
Ｃ
２
ｘ
４
す

な
わ
ち
Ｉ
Ｆ
Ｃ
２
の
四
番
目
の
拡
張
）
が
二

〇

一
三
年
に
国
際
標
準
Ｈ∽
ｏ
ふ
お
ｃ
いさ
昼

と
し
て
認
め
ら
れ
、
現
在
は
改
訂
さ
れ
た

あ
ｏ
Ｐ費
毬
■
基
冨

が
運
用
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
Ｓ
Ｉ
は
、
元
々
は
建
築
分
野
を
対
象
に

検
討
を
進
め
て
い
た
が
、
二
〇
一
三
年
に
イ

ン
フ
ラ
分
科
会

合
ｐ
中
桝
付ヽ
Ｆ
命ご
喬

刃
ｏ
ｏ
日
）

を
設
置
し
て
道
路
、
橋
梁
、
鉄
道
、
ト
ン
ネ

ル
、
港
湾
等
の
土
木
構
造
物
に
つ
い
て
検
討

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
が
国
で
は
、
土
木

分
野
に
関
す
る
ｂ
Ｓ
Ｉ
の
標
準
化
に
対
す
る

方
針
の
審
議
や
提
案
を
行
う
た
め
、
二
〇
一

七

年

九

月

に

ｂ

Ｓ

Ｊ

と

Ｊ

Ａ

Ｃ

Ｉ

Ｃ

（
日

本

建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
り

「国
際

土
木
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
二
〇
二
三

年
二
月
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
ｂ
Ｓ
Ｉ
サ

ミ
ツ
ト
に
お
け
る
各
分
科
会
の
検
討
状
況
は

表
１
１
の
通
り
で
あ
る
。

ｂ
Ｓ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
分
科
会
の
運
営
委
員
会

（
脅

８

■
Ｆ
崎

ｏ
ｏ
日
ヨ
中付
付
８

）

に

お

け

る
道

路

宙
ｏ
出
）、
橋
梁

Ｇ
唱】貯
し
、
ト
ン
ネ
ル

（ゴ

ロ
じ
―

港

湾

・
水

路

命
畳

∽
伸

電
単
①

，電
増
Ｃ

に
関
す
る
検
討
に
は
日
本

か
ら
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
。
港
湾

・
水

路
Ｇ
ｏ
所ヽ
伸
君
伸付①【電
増
の）
に
つ
い
て
は
、

ヱ8



当
初
呂
申【ぎ
景

伸

円
ｏ
【所
と
し
て
い
た
が
、

二
〇

一
八
年
三
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
ｂ

Ｓ
Ｉ
サ
ミ
ッ
ト
で
航
行
用
水
路
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
君
単
Ｒ
電
増
∽
が
追
加
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
二
〇
二

一
年
末
以
降
は
、
洪

水
防
御
や
ダ
ム
な
ど
が
検
討
の
対
象
に
加
え

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

図
１
２
に
示
す
よ
う
に
、
道
路

（刃
思
ｅ
、

橋
梁

Ｇ

中ヽｏ
的
し
、
港
湾

・
水
路

（円
Ｒ
所
待

吾
静

雪

帥
己

、

鉄

道

〔
ｐ雪

伸
己

等

の
土
木
分
野
を
含
む
弓
ｏ
卜
め
が
既
に
投
票

を
終
え
、
国
際
標
準
化
の

一
歩
手
前
に
来
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
木
向
け
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
試
行
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル

（弓
富
居
じ

に

つ
い
て
は
、
今
後
弓
ｏ
卜
・卜
に
含
め
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。
国
内
で
は
、
弓
ｏ
卜
的

に
対
応
す
る
デ
ー
タ
交
換
が
円
滑
に
行
え
る

よ
う
運
用
面
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

わ
が
国
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の

導
入
と
と
も
に
、
標
準
化
作
業
を
推
進
し
、

そ
れ
を
国
際
標
準

へ
と
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
設
会
社
等

の
海
外
展
開
に
お
い
て
大
き
な
強
み
と
な

る
。
産
官
学

一
九
と
な
つ
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
に
対
す
る
積
極
的
な
取
組
に
期
待
す
る
。

４

．
世

界

主

要

国

の

動

向

英
国
は
、
二
〇

一
一
年
の

「政
府
建
設
戦

略

（ｏ
ｏ
く
①
【
停
日
①
Ｄ
付
ｏ
ｏ
停
資
【
Ｆ
Ｒ
Ｓ
ｐ

解
Ｓ
付①
的
し
」
に
よ
り
、
二
〇

王
ハ
年
に
は
、

国
の
発
注
す
る
公
共
工
事
の
設
計
や
施
工
に

対
し
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
を
義
務
化
し
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
五
年
に
は
よ
り
高
度
な
レ

ベ
ル
に
引
き
上
げ
て
、
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
関
係

者
全
員
が

一
つ
の
統
合
モ
デ
ル
で
設
計
を
行

う
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
に
よ
り
三
十
三
％
の

コ
ス
ト
削
減
と
五
十
％
の
工
期
短
縮
、
炭
素

排
出
量
の
五
十
％
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。

英
国
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｉ

（英
国
規
格
協
会
）
に

一
ょ
っ
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
プ
ロ
セ
ス
を
標
準
化
し
、

国
内
だ
け
で
な
く
イ
ン
フ
ラ
の
Ｉ
Ｆ
Ｃ
開
発

を
ｂ
Ｓ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
分
科
会

へ
提
案
す
る
な

ど
、
海
外
へ
も
こ
れ
を
展
開
し
て
い
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら

百
万
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
公
共
建
築
工
事
で
Ｂ

Ｉ
Ｍ
を
義
務
付
け
て
お
り
、
二
〇

一
二
年
に

は

「
国
家

Ｂ
Ｉ

Ｍ
ガ
イ

ド

ラ
イ

ン

（Ｚ
単
一〇
ｐ
出

田
Ｈ
ぞ
片
命
ば
【律
巴
中ｐ
①
の

（〇
〇
田
Ｈ
ぞ
Ｃ
）
」

チ、符
作
滞
【

し
た
。
現
在
は
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
に
も
Ｂ

Ｉ
Ｍ
導
入
を
進
め
て
お
り
、
４
Ｄ
、
５
Ｄ
デ

ー
タ
を
共
有
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
使
う
こ

と
で
、
無
駄
の
防
止
、
迅
速
な
意
思
決
定
、

課
題
の
解
決
に
利
用
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
政
府
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
使
用

を
義
務
付
け
て
お
ら
ず
、
環
境
対
策
、
省
エ

表-l bSIの各分科会の活動状況
国際土木委員会の報告をもとに整理したもの

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

的”・いい”

図-2 1FC43の 開発経過
2022年 10月 buldingSMART Internationalバ ーチャルサミット報告による

建築分野における標準、技術仕様等の策定を
行っている。

インフラ分科会

(infrastructure Room)

道路、橋梁、鉄道、 トンネル、港湾分野への
IFC拡張を行っており、進行中のlFC4 3国 際標
準化の進捗状況、インフラ分科会の2027年 ま
での日一ドマップ (実 )、 トンネル分野のIFC
拡張プロジェクト等について報告があった。

施工技術分科会

(Construction Room)

現場の生産性向上、コス トの低減、工事の安
全性向上のための標準化に取り組んでいる。

製品情報分科会

(Product Room)
資材、製品情報の標準化に取り組んでいる。

鉄道分科会

(Raitway Room)
鉄道分野の軌道、エネルギー、信号設備、
信設備等へのIFC拡張作業を行っている。

建築確認の申請に関するガイドラインの策定を
目指 している。BIMに よる建築確認を進めてい
るフィンランドやォース トリア・ウィーン市の

試みが紹介された。

技術専門分科会

(Technical Room)
技術的側面からIFCの 拡張、活用拡大等の検討
を行っている。

空港の資産管理や運用の視点から空港施設に
関するガイドラインの策定等を行っている。

サステナビリティ・

エネルギーマネジメ

ン ト分科会

(Sustainability

Energyヽ lanagement
Room)

建物のエネルギー管理システム、電カネッ
トワーク等に焦点を当てて、標準化を目的と
した活動 を進めている。名称を電気分科会
(Electttcal Room)に 改めることとした。
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ネ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
縮
減
の
観
点
か

ら
住
宅
省
が
二
①
一
四
年
か
ら

「
デ
ジ
タ
ル

建

設

計

画

Ｏ
ｇ

＆

計

富

旨

口
いし
」
を
打
ち
出
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
を

推
進
し
た
。
そ
し
て
、
大
手
建
設
会
社
が
海

外
受
注
に
お
い
て
競
争
力
を
確
保
す
る
た
め

民
間
主
導
で
二
〇

一
四
年
頃
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の

導
入
を
進
め
て
お
り
、
建
築
だ
け
で
な
く
土

木
分
野
を
含
め
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
が
拡
大
し

て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
橋
梁
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｆ

Ｃ
を
日
本
と
と
も
に
共
同
開
発
し
て
ｂ
Ｓ
Ｉ

イ
ン
フ
ラ
分
科
会

へ
提
案
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇

一
六
年
か
ら
、
交
通

シ
ス
テ
ム
、
水
道
イ
ン
フ
ラ
、
子
不
ル
ギ
ー

関
連
等
の
事
業
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
す
る
よ
う

に
な
り
、
二
〇

一
七
年
以
降
は
、　
一
億
ユ
ー

ロ
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
義
務

付
け
た
。

米
国
で
は
、　
一
九
八
〇
年
代
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ

に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
お
り
、
二
〇
〇
三

年
に
は
、
米
国
の
官
公
庁
ビ
ル
の
建
設
管
理

を

担

う

Ｇ

Ｓ

Ａ

谷

留

患

あ

の
ユ

援

卜
律
日
中Ｆ
中∽
付
Ｓ

付
中ｏ
し

が

、

Ｂ

Ｉ

Ｍ

の
活

用

を

求
め
る
Ｚ
や
ま
ｏ
ｐ
出
∞
∪
卜
∪
由
ＨＩ

円
Ｓ
∞
番
日

を
発
表
し
た
。
そ
れ
以
降
、
二
〇
〇
六
年
に

米
陸
軍
工
兵
隊

含
∽
＞

曰ヽ
く
ｏ
ｏ
楊ヽ

餞

回
ｐ
∞
３
８

しヽ

が
Ｃ
∽
＞
ｏ
田
田
Ｈ工

ｏヽ
ф
律
日
や０

を
作
成
し
、
請
負
業
者
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
使
用
を

求
め
る
な
ど
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
を
求
め
る
連

邦
機
関
や
州
政
府
等
が
拡
大
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
建
築
確
認
申
請
の

際
、
二
〇
、
○
○
０
２ｍ
以
上
の
建
築
物
に
つ
い

て
は
、
意
匠
設
計
に
関
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
提
出
が

二
〇

一
三
年
に
義
務
化
さ
れ
た
。
二
〇

十
四

年
に
は
こ
れ
が
構
造
設
計
、
設
備
設
計
に
拡

大
さ
れ
、
二
〇

一
五
年
に
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
提
出
の

義
務
化
が
五
、
○
○
０
２ｍ
以
上
の
建
築
物
に

拡
大
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
研
究
財
団

は
、
災
害
へ
の
対
応
や
都
市
計
画

・
資
源
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
等
、
都
市
の
課
題
を
効
率
的
に

検
討
す
る
た
め
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
等
を

一
箇
所

に
集
約
し
た

ヨ
腎
思
】
∽
【Ｆ
母
思
【ユ

の

整
備
を
二
〇
二
二
年

一
月
に
完
成
さ
せ
た
。

韓
国
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
た
最
初
の

公
共
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
〇
八
年
で

あ
り
、
二
〇
〇
九
年
以
降
、
韓
回
高
速
道
路

公
社
、
韓
国
水
資
源
公
社
、
韓
国
鉄
道
細
公

社
等
が
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
Ｂ
Ｉ

Ｍ
を
導
入
し
て
い
る
。
二
〇

一
〇
年
に
は
最

初
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
開
し
て
い

た
。
二
〇
二
〇
年
に
作
成
し
た
新
た
な
十
ヶ

年
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
二
〇
二

一
年
か

ら
三
百
億
ウ
ォ
ン
以
上
の
公
共
事
業
に
は
設

計
段
階
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
適
用
が
義
務
付
け
ら

れ
、
三
百
億
ウ
オ
ン
以
下
の
公
共
事
業
で
は

建
築

・
構
造
設
計
や
概
略
設
計
段
階
で
の
部

分
的
な
Ｂ
Ｉ
Ｍ
適
用
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

韓
国
は
、
二
〇
一
六
年
に
道
路
分
野
に
お

け
る
Ｉ
Ｆ
Ｃ
を
開
発
し
ｂ
Ｓ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
分

科
会
に
提
案
す
る
な
ど
、
道
路
分
野
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
⑥

中
国
で
は
、
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ツ
ク
の
ス
タ
ジ
ア
ム
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
て

設
計
さ
れ
た
。
政
府
主
導
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
推
進

す
る
た
め
に
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
都
市
の
計
画

・
設
計

・
施
工
・
管
理
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
建
設
業
の
情
報
化
、
グ
リ
ー

ン
施
工
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
を
進
め
て

い
る
。
中
国
は
、
二
〇
王
ハ
年
に
鉄
道
分
野

に

お

け

る

Ｉ

Ｆ

Ｃ

を

開

発

し

、

ｂ

Ｓ

Ｉ

の

鉄

道
分
科
会
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

５
口Ｂ
Ｉ
Ｍ
　
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
道
筋

公
共
事
業
へ
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導
入
の

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
に
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
最
初
の
段
階
、
つ
ま
り
測
量
や
地

質
調
査
な
ど
か
ら
始
ま
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

を

一
気
通
貫
で
扱
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
複
数
工
種
が
あ
る
場
合
は
、
た
と

え
ば
土
木
工
事
だ
け
で
な
く
、
同
時
並
行
で

進
む
機
械
設
備
工
事
や
電
気
通
信
工
事
も

一

体
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
３
Ｄ
に
工
程
や
コ
ス
ト
を
加
え

た
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
マ
不
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す

る
５
Ｄ
化
が
急
が
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
関
係

者
は
起
こ
り
得
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
競
合
を

特
定
し
た
り
、
資
機
材
搬
入
の
手
配
な
ど
を

最
適
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
工

程
の
変
更
が
コ
ス
ト
に
与
え
る
影
響
も
可
視

化
で
き
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
す
る
に
つ

れ
て
実
際
の
コ
ス
ト
と
見
積
り
を
比
較
で
き

る
た
め
、
問
題
が
起
き
れ
ば
即
座
に
特
定
し

て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
コ
ス
ト
管
理
と
タ
イ
ム
リ
ー
な
意
思
決
定

卜
が
可
能
に
な
る
。
５
Ｄ
化
に
よ
り
、
工
程
や

コ
ス
ト
に
関
す
る
複
雑
な
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
説
得
力
の
あ
る
形
で
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
受
発
注
者
間
や
元
請

・
下
請
間

な
ど
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
に
な
る
。

関
係
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
予
算
に

沿
っ
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
向
上
に
繋
が
る
。

し
か
し
、
効
果
的
な
５
Ｄ
を
実
現
す
る
に

は
、
関
係
者
間
の
コ
ス
ト
情
報
の
連
携
が
必

要
に
な
る
。
コ
ス
ト
を
自
社
内
で
完
結
し
て

整
理
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
他
者
の
情
報

は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。
特
に
、
わ
が
国
の
公
共
工
事
で
は
、
発

注
者
側
の
積
算
が
契
約
の
ベ
ー
ス
で
あ
る

が
、
受
注
者
側
は
独
自
の
実
行
予
算
に
基
づ

い
て
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
受
発
注
者
間



で
コ
ス
ト
情
報
を
共
有
し
や
す
く
す
る
よ

つヽ
、
積
算
方
式
や
契
約
方
式
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
受
注
者
側
で
も
元
請
と
下
請
の
コ

ス
ト
情
報
が
リ
ン
ク
し
な
け
れ
ば
、
実
際
に

い
く
ら
か
か
つ
て
い
る
の
か
が
下
請
業
者
や

協
力
会
社
に
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

企
業
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
コ
ス
ト
情
報

を
外
部
に
公
開
す
る
こ
と
に
は
課
題
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
所
要
コ
ス
ト
を
ブ
レ
ー
ク

ダ
ウ
ン
し
て
関
係
者
間
で
共
有
す
る
手
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

６
．発
想
の
転
換
に
よ
る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
　
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
来
十来

こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
、
構
造

物
を
新
設
す
る
た
め
の
設
計
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
事
例
が
多
い
③
そ
し
て
施
工
に
繋

げ
て
完
成
し
て
か
ら
管
理
に
至
る
と
い
う
流

れ
で
あ
る
。
も
と
も
と
建
築
物
を
対
象
と
し

て
発
展
し
た
が
、
土
木
の
世
界
で
は
、
河
川

な
ど
は
自
然
公
物
と
し
て
元
々
存
在
し
て
い

る
。道
路
や
港
湾
な
ど
の
人
工
構
造
物
で
も
、

既
設
の
構
造
物
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
イ

ン
フ
ラ
を
対
象
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
す
る
に
は
、
ま
ず
現
存

し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
補
修
や
維
持
工
事
、
更
新
工
事

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
繋
げ
る
と
い
う
逆
の
発

想
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

河
川
の
整
備
や
あ
る
い
は
土
砂
災
害
防
止

な
ど
も
考
え
る
と
、
構
造
物
だ
け
で
な
く
地

形
や
地
盤
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
も
必
要
に
な
る
。

二
〇
二
三
年
三
月
の
ｂ
Ｓ
Ｉ
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
）
デ
ー
タ
と
の
連
携
の
重
要
性
が

複
数
分
野
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
連

携
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
空

間
情
報
と
地
図
が
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
が
容
易
に
な
る
。
地
形

・
地
質
の
電

子
デ
ー
タ
を
河
川

・
道
路
な
ど
の
構
造
物
デ

ー
タ
と
関
連
付
け
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
衛
星
画
像
や
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て

河
川
流
域
を
３
Ｄ
化
し
て
河
川
管
理
に
利
用

す
れ
ば
災
害
対
策
に
生
か
せ
る
。
洪
水
流
出

計
算
を
し
た
り
、
河
川
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
用

い
る
水
位
計
算
を
す
る
に
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
を
活
用
で
き
る
⑥
　
″

気
候
変
動
と
資
源
の
枯
渇
に
関
す
る
懸
念

が
高
ま
る
中
、
持
続
可
能
性
を
優
先
す
る
必

要
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

炭
酸
ガ
ス
排
出
量
等
の
デ
ー
タ
を
加
え
て
６

Ｄ
化
す
る
な
ど
に
よ
り
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

は
よ
り
持
続
可
能
な
設
計
と
施
工
の
実
践
を

可
能
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

土
木
分
野
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
の
標
準
化
の

進
展
は
、
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
管
理
に
移
行
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
河
川

・
道
路
な
ど

の
公
物
管
理
で
高
度
な
技
術
力
を
有
す
る
わ

が
国
が
、
各
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て

い
き
た
い
。
イ
ン
フ
ラ
や
地
盤
等
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
連
携
基
盤
を
構
築
す
べ
く
国
土
交

通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
て
国
土
情
報
が
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
上
で
再
現
さ
れ
る

「電
子
国
土

管
理
」
を
実
現
し
た
い
③
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